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１１
月
２７
日
３
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
町
や
議
会
に
望

む
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
５４
名
の
参
加
者
を
迎
え
開
催
。
各
項
目
ご

と
に
分
け
対
応
策
や
問
題
点
は
各
担
当
委
員
会
に
て
協
議
、
議
会

と
し
て
の
対
応
を
今
後
の
議
会
だ
よ
り
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

皆さんの声を町政に反映!
問
観
光
町
づ
く
り
協

会
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
建
物
は
町
の
所
有

物
で
は
な
く
町
内

事
業
者
が
ま
ち
づ
く
り
協

会
か
ら
購
入
さ
れ
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問
道
の
駅
建
設
に
つ

い
て
議
会
と
し
て

の
考
え
は
。

答
町
か
ら
の
提
案
を

聞
い
て
い
る
状
況

だ
。問

国
道
２
８
９
号
の

道
幅
が
狭
い
区
間

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
毎
年
議
会
で
は
県

に
要
望
し
て
い
る
。

問
３
小
学
校
統
合
に

つ
い
て
。

主
な
質
疑
応
答

貴
重
な
ご
意
見

問
町
道
認
定
や
除
雪

対
応
に
つ
い
て
陳

情
し
た
が
、
不
採
択
と
な

っ
た
。
認
定
基
準
等
の
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
町
の
町
道
認
定
基

準
に
合
わ
な
い
事

や
、
議
会
と
し
て
も
採
択

基
準
の
中
に
も
お
お
む
ね

４
年
程
度
で
実
現
や
着
手

で
き
る
も
の
、
な
ど
一
定

の
基
準
を
設
け
て
い
る
。

問
鳥
獣
被
害
は
今
年

も
出
て
い
る
、
捕

獲
し
た
物
を
ジ
ビ
エ
料
理

と
し
て
提
供
は
で
き
な
い

の
か
。

答
野
生
鳥
獣
は
現
在

も
国
か
ら
の
出
荷

制
限
が
あ
る
た
め
提
供
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

問
も
っ
と
議
会
と
話

す
場
は
な
い
の
か
。

答
一
般
会
議
と
い
う

制
度
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
町
と
し
て
統
合
は

考
え
て
い
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

只見振興センターでの参加者

薪ボイラーが先か！

役
場
・
公
共
施
設
整
備
・
除
雪
対
策

＊
只
見
駅
舎
の
複
合
施
設
、役
場
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
町
に
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊
駅
前
が
整
備
さ
れ
農
作
業
車
等
で
汚
す
こ
と
が
無
い

よ
う
に
、
農
業
用
道
路
の
整
備
で
き
な
い
も
の
か
。

＊
空
家
、
道
路
な
ど
の
除
雪
体
制
の
強
化
。

＊
駅
前
庁
舎
の
女
子
ト
イ
レ
は
和
式
の
ま
ま
だ
、
町
の

玄
関
で
も
あ
る
の
で
整
備
を
望
む
。

＊
人
口
、
定
住
対
策
に
雪
対
策
、
除
雪
対
策
は
重
要
。

農
・
林
業
振
興

＊
森
林
環
境
譲
与
税
の
金
額
、
使
い
道
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

＊
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
水
害
で
被
災
し
た
林
道
復
旧

整
備
に
使
え
な
い
か
。

＊
農
地
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
畑
に
つ
い
て
町

は
補
助
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

＊
林
道
整
備
、
除
草
作
業
に
支
援
は
で
き
な
い
の
か
。

＊
薪
ボ
イ
ラ
ー
事
業
が
先
で
な
く
森
林
整
備
、
里
山
活

用
と
言
っ
た
大
き
な
視
点
で
の
事
業
推
進
を
望
む
。
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多くの意見を頂きました!議会
報告会

朝日振興センターでの参加者

明和振興センターでの参加者

遊ばせる施設が

Ｊ
Ｒ
只
見
線
・
観
光

＊
只
見
線
運
航
ダ
イ
ヤ
や
週
末
の
増
両
な
ど
を

Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

＊
只
見
線
観
光
に
つ
い
て
産
業
づ
く
り
を
議
会
と

し
て
し
っ
か
り
と
町
に
提
案
し
て
も
ら
い
た
い
。

＊
観
光
路
線
と
し
て
の
環
境
整
備
を
望
む
。

＊
歳
時
記
会
館
を
締
め
て
い
る
の
は
問
題
で
あ
る
。

国
道
２
８
９
号
八
十
里
整
備

＊
２
８
９
号
八
十
里
開
通
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

＊
工
事
の
進
捗
状
況
、
施
工
箇
所
の
工
期
の
具

体
的
な
進
捗
、
歩
道
な
ど
の
整
備
。

議
会
の
対
応
に
つ
い
て

＊
陳
情
し
、
議
会
よ
り
採
択
を
さ
れ
た
が
、
何

時
な
っ
て
も
、
進
ま
な
い
が
ど
の
様
に
な
っ

た
の
か
。

＊
一
般
質
問
を
し
た
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、言
い
っ
ぱ
な
し
で
な
い
か
、問
題
定
義
を

し
て
い
る
だ
け
の
場
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

子
育
て
若
者
定
住
環
境

＊
子
育
て
、
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
と
聞

く
が
職
員
の
人
材
確
保
が
重
要
。

＊
冬
期
間
子
供
を
遊
ば
せ
る
所
が
な
い
、
遊
ば

せ
る
場
所
や
施
設
が
あ
っ
た
ら
い
い
。

＊
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
開
放
さ
れ
て
い
る
が

行
き
た
い
場
所
に
な
っ
て
い
な
い
。
お
母
さ

ん
が
集
ま
る
場
所
が
な
い
。

＊
若
者
世
代
が
安
心
し
て
子
育
て
を
で
き
る
環
境

で
な
い
と
、
企
業
も
働
き
手
を
確
保
で
き
な
い
。

＊
若
い
人
が
定
着
す
る
に
は
快
適
な
冬
期
間
の

生
活
が
必
要
で
は
な
い
か
。

そ　
の　
他

＊
町
民
映
画
祭
『
Ｇ
Ｏ
Ｚ
Ｅ
』
は
非
常
に
好
評

だ
っ
た
の
で
町
民
映
画
祭
を
継
続
開
催
し
て

い
っ
て
欲
し
い
、
又
、
町
民
音
楽
祭
な
ど
も

企
画
し
て
欲
し
い
。

＊
も
の
と
暮
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
５
回

ほ
ど
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
て
い
る
。
地
域
の

宝
を
磨
き
だ
し
て
い
く
た
め
の
支
援
が
必
要
。

＊
只
見
地
区
の
内
水
対
策
を
し
っ
か
り
と
し
て

欲
し
い
。

＊
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
通
年
利
用
は
で
き
な

い
の
か
。

＊
町
の
湯
ら
里
へ
の
支
援
の
仕
方
は
適
切
か
、

委
託
金
な
ど
無
駄
に
使
わ
れ
て
は
い
な
い
か
。
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　只見町行政機構改革審議会へ諮問していた、「第５次只見町行政改革大綱(案)」
の答申内容の説明。

　新型コロナウイルスの感染が第８波を迎え、町内でも感染者
が増加している。なお一層の予防対策が必要。

　第５次只見町行政改革大綱（案）とは第４次行政改革大綱が令和４年度で終了と
なり、令和５年度～令和９年度の新たな行政改革大綱を定め。人口減少・少子高
齢化や国道２８９号の開通、大きく変わる社会情勢の変化を踏まえた行財政改革
の推進の方針を定めたもの。
　主な答申内容は人口減少対策を最優先した、「組織機構対策」「中長期的な財政
の健全化」「事務事業の再編・整理・廃止・統合・評価」「職員の能力向上」につ
いて意見を付した答申。

問 現状に町職員全員が危機感を持つべきだ。

問 学年閉鎖の実例がある。家庭学習の方法は、リモートの
実例はあるか。

問 大綱の中に示された目標値の設定の根拠はなにか。

答 同様の意識が持てるよう、人材育成に努める。

答 学年閉鎖の日数が１日、２日なので、プリント学習で実
施している。リモート学習は今のところ実施していない。

答 現況をふまえた目標値を示している。

政改革大綱示される
　
会
議
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

つ
い
て
な
ど
、
６
項
目
に
及
ぶ
議
題
に
つ
い
て
説
明
、

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主な内容

第５次只見町
行政改革大綱（案）について

新型コロナウイルス感染症対策、
感染状況について
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新会社

会津ただみ振興公社 季の郷湯ら里
　町の依頼を受けた只見町第三セクター検討委員会が、
「株式会社　季の郷湯ら里」と「株式会社　会津ただみ振
興公社」を対象として、経営状況の評価と経営改善策の
検討を行ない、報告書として取りまとめた。
　内容は、このままでは２社共に債務超過に陥り、経営
の存続が危ぶまれるため、早急な経営改善策が必要であ
ると述べている。
　改善策としては、新会社設立後、２社が事業譲渡し、
事業を継続する形が望ましいとしている。

　令和５年・６年度の事業計画についての説明があり、新事業として屋内運動広場整備事業、トレーニ
ング機器導入事業、お試し住宅整備事業、観光周遊バス運行事業、只見線広場整備事業等があげられた。

※議会全員協議会とは、町政全般にかかわる事項や、議会の運営に関する事項などを協議するため、全
議員で行う会議、一般に町政に関する重要な事件や町議会内部の事項について報告・協議するため、
必要に応じて開かれます。

１２
月会
議

全員
協議
会
※

第5次只見町行
只見町第三セクター経営検討委員会の

経営検討報告書について

第七次振興計画・総合戦略に係る
実施計画について

新会社設立が望ましい！

問 今後は事業譲渡へ向けて進むのか。

問 経営状況が厳しい、との報告が遅れた理由は。

問 こども・子育て支援事業の積算根拠はなにか。

答 新会社を設立し、事業譲渡へ進めたい。

答 コロナ禍の影響が収まれば改善する見解でいた。

答 町民の声を聞くためのアンケート調査と分析を業者に委託して実施したい。
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◦只見町職員の定年年齢を現行の６０歳から、
　段階的に６５歳まで引き上げる

●
農
業
委
員
会
、
委
員
長
・
委
員

及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
の
一
部

を
改
正

●
納
税
証
明
書
の
記
載
事
項
の
変

更
な
ど
に
伴
う
条
例
の
改
正

＊このことにより、職員の再任用に関する条例、管理監督職の派遣の制限、
勤務時間、休暇等に関する条例、一般職の任期付き職員の採用に関する
条例などが改正された。

◯令和５年４月１日～
　令和７年３月３１日まで　　定年年齢61歳�
◯令和７年４月１日～
　令和９年３月３１日まで　　定年年齢62歳�
◯令和９年４月１日～
　令和１１年３月３１日まで　定年年齢63歳�
◯令和１１年４月１日～
　令和１３年３月３１日まで　定年年齢64歳�
◯令和１３年４月１日以降を65歳定年とするもの。

12月
会議

職
員定年年齢引き上げ

　
条
例
改
正
が
１１
議
案
提
出
さ
れ
、
全
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
８
議
案
が
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
う
職
員
の
定

年
年
齢
を
６５
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
関
す
る
所
要
改
正
。

条
例
改
正

問
大
き
な
改
正
な
の
で
担
当

委
員
会
以
外
の
議
員
に
も

周
知
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

答
今
後
は
議
長
と
も
相
談
の

う
え
、
検
討
し
た
い
。

問
定
年
延
長
す
る
こ
と
で
、

町
職
員
の
採
用
控
え
が
発

生
し
な
い
か
。

答
現
在
職
員
が
定
数
割
れ
し

て
い
る
状
況
の
た
め
、
採

用
控
え
は
想
定
さ
れ
な
い
。

問
人
件
費
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
町
の
財
政
は
。

答
経
験
を
活
か
し
、
若
い
職

員
の
指
導
等
、
適
材
適
所

の
人
員
配
置
を
心
掛
け
る
。

主
な
質
疑

他
主
な
改
正
条
例
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＊電力・ガス・食料品等価格高騰
　緊急支援給付金

＊町内利用商品券発行事業委託料
物価高騰支援のため、町民１人当たり１万円の商品券を配布するもの。

一般会計補正予算内容は事業確定による予算補正、職員の給与改定補正、灯油・電気
料金の値上げによる増額補正が主な補正内容

物価高騰　町財政にも!!
債務負担行為

燃料費・
光熱水費

ロータリー除雪車購入 1億2970万円

1543万円 1778万円
3010万円
4250万円

問
機
械
の
機
種
や
メ
ー
カ
ー

は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て

い
る
か
。

答
あ
く
ま
で
も
入
札
に
よ
り
、

決
定
す
る
。
あ
ら
か
じ
め

決
ま
っ
て
は
い
な
い
。

問
「
機
種
や
仕
様
の
決
定
を

す
る
前
に
担
当
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
」

と
の
声
が
あ
る
。今
後
の
方
針
は
。

答
意
見
を
伺
っ
て
は
い
た
が
、

除
雪
会
議
等
で
更
な
る
連

携
を
取
り
た
い
。

＊
債
務
負
担
行
為
と
は
、
一
つ
の

事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了

せ
ず
に
後
の
年
度
に
お
い
て
も

「
負
担
＝
支
出
」
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
後
の
年
度
の
債
務
を
約

束
す
る
こ
と
を
予
算
で
決
め
て

お
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
降
雪
時
期
前
に
車

両
納
入
が
完
了
す
る
様
、
早
期
発

注
を
行
う
た
め
債
務
負
担
行
為
と

す
る
も
の
。

問
小
学
校
費
・
中
学
校
費
の

補
正
額
が
多
い
、
当
初
予

算
の
算
定
が
甘
か
っ
た
の
で
は
。

答
換
気
を
し
な
が
ら
の
エ
ア

コ
ン
や
、
暖
房
に
よ
り
、

想
定
以
上
の
金
額
と
な
っ
た
、
今

後
は
適
正
な
予
算
計
上
に
努
め
る
。

問
燃
料
・
資
材
等
値
上
が
り

し
て
い
る
。
現
状
を
把
握

し
た
予
算
編
成
を
。

答
十
分
配
慮
し
て
予
算
編
成

に
努
め
る
。

＊一般会計補正予算合計額 ＊特別会計補正予算合計額

問
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

を
受
け
、
直
前
に
雪
ま
つ

り
を
中
止
し
た
。

　
開
催
す
る
、
し
な
い
の
判
断
基

準
は
。

答
国
・
県
の
判
断
基
準
に
準

じ
、
実
行
委
員
会
で
決
定

し
た
い
。

問
実
行
委
員
会
、
来
訪
者
等

に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を

参
考
に
周
知
し
た
い
。

11月
会議

一般会計補正予算

住民税非課税世帯・家計急変家庭にそれぞれ５万円を支給するもの。

� （千円以下切り捨て）＊
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＊請願『冬期間の生活道路（町道）除雪』
◯住所　只見町大字只見字上の原
◯氏名　赤塚洋・ミツル　赤塚公生・幸子
◯付託委員会　経済文教常任委員会

＊陳情『塩沢高塩踏切の（宮前踏切）安全対策』
◯住所　只見町大字塩沢字上田１３８５
◯氏名　塩沢区長　渡部公平
◯付託委員会　総務厚生常任委員会

＊陳情『只見川河川改修に伴う只見集落の内水対策整備』
◯氏名　只見川河川改修計画検討委員会
　　　　　会長　菅家二千六
◯付託委員会　総務厚生常任委員会

『教育委員の重要な職務は教育行政の基本方針や重要事項を審議決定。
� 決定を受け教育長が事務局を指導監督し事務をつかさどる』

◯住所　只見町大字只見字田中１０９３－３
◯氏名　五十嵐美香 氏
◯任期　令和５年より４年間

事 只見町教育委員・選任同意人

町民からの陳情・請願

町道上ノ原７号線
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総
務
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
文
教
常
任
委
員
会

議会運営委員会

◦
只
見
町
に
あ
っ
た
認
定

保
育
園
設
置
を
検
討
中

◦
薪
ボ
イ
ラ
ー

導
入
効
果
の
調
査
検
討

１１月　７日　議員控室並びに図書室の利用について
協議、行政視察について協議、古殿町
議会運営委員会視察の受け入れについ
て協議、請願・陳情について、赤塚洋
氏、赤塚公夫氏より提出された請願並
びに、塩沢区より提出された陳情につ
いて付託等の協議

１１月１７日　古殿町議会運営委員会視察に係る受入れ対応
１１月２１日　只見町議会１１月会議の開催について協議、請願・陳情について、只見川河川改修計画検

討委員会から提出された陳情書について付託等の協議、行政視察の日程等について協議
１２月　８日　１２月会議提出議案等について協議、議事日程等について協議を行い、会議日程を１２

月１３日から１６日までの４日間に決定、諸般の報告、請願・陳情付託、各委員会所管
事務調査報告、一部事務組合議会報告、全員協議会の開催、一般質問の通告内容、行政
視察、請願・陳情の審査基準について協議、その他、広報公聴常任委員会でのタブレッ
ト試験運用について協議

　
主
に「
薪
ボ
イ
ラ
ー
」

導
入
に
関
し
、
先
進
地

視
察
を
含
め
調
査
し
た
。

鮫
川
村
の
薪
ボ
イ
ラ
ー

導
入
施
設「
さ
ぎ
り
荘
」

と「
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
館
長

で
あ
る
紙
谷
氏
、
当
局

「
薪
ボ
イ
ラ
ー
推
進
室
」

と
共
に
視
察
研
修
。
集

　
今
年
度
、
保
育
所
入

所
希
望
者
の
待
機
児
が

発
生
し
、
当
委
員
会
は

重
大
な
問
題
と
し
て
委

員
会
審
査
を
行
っ
て
き

た
。
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
問
題
点
を
中
間

積
方
法
や
施
設
で
の
運

用
状
況
、
導
入
効
果
等

を
調
査
し
た
。

　
木
材
加
工
分
野
に
お

い
て
は
輸
入
材
に
頼
り

国
産
材
の
利
用
は
、
費

用
対
効
果
の
面
で
利
用

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

例
外
に
漏
れ
ず
当
町
に

お
い
て
も
林
業
分
野
は

報
告
と
す
る
。

１　
実
態
に
合
わ
な
い

只
見
町
保
育
所
条
例
・

管
理
運
営
規
則
の
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

２　
只
見
・
朝
日
・
明

和
保
育
所
と
も
３
歳
児

か
ら
を
想
定
し
た
施
設

で
あ
り
、
乳
児
に
も
対

応
で
き
る
育
児
環
境
の

改
善
が
必
要
で
あ
る
。

３　
保
育
士
の
労
働
環

境
は
、
乳
児
保
育
に
お

い
て
目
が
離
せ
な
い
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
保
育

士
の
過
重
負
担
と
な
っ

て
い
る
現
状
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

〇
待
機
児
童
解
消
に
向

け
、
保
育
士
の
確
保
を

古殿町議会運営委員会と一緒に（只見町議場にて）

鮫川村「さぎり荘」の薪ボイラー視察研修

間
伐
さ
れ
ず
に
伐
期
を

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
杉
林

な
ど
が
多
く
点
在
す
る

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

委
員
会
と
し
て
は
費
用

対
効
果
、
5
年
、
10
年

最
優
先
課
題
と
し
て
引

き
続
き
有
効
な
募
集
を

継
続
す
る
こ
と
。
同
時

に
、
現
在
の
保
育
士
の

人
数
で
待
機
児
童
を
発

生
さ
せ
な
い
保
育
所
の

運
営
シ
ス
テ
ム
を
検
討

す
る
こ
と
。

〇
只
見
町
第
２
期
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」に
も
と
づ
き
、

認
定
保
育
園
設
置
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

島
県
生
活
環
境
部
只
見

線
管
理
事
務
所
と
の
意

見
交
換
会
等
を
提
案

し
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
今

後
に
つ
い
て
調
査
し
て

い
く
。

先
の
只
見
の
山
林

を
視
野
に
更
に
重

点
的
に
調
査
し
て

い
く
。

　
ま
た
只
見
線
広

場
に
つ
い
て
、
外

灯
設
置
、
舗
装
区

間
の
拡
大
等
に
つ

い
て
委
員
会
と
し

て
担
当
課
に
要
望

し
た
。
併
せ
て
福
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表
紙
の
写
真
に
想
う

　
只
見
保
育
所
「
ど
き
ど

き
☆
わ
く
わ
く
発
表
会
」

で
の
ひ
と
こ
ま
。

　
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
出

番
を
待
っ
て
い
る
と
き
会

場
内
の
家
族
を
見
つ
け
、

手
を
振
る
姿
が
と
て
も
か

わ
い
か
っ
た
ね
。

①
議
会
だ
よ
り
１
７
０
号
発
行
作
業

（
１
月
２７
日
発
行
）

②
議
会
広
報
を
通
じ
て
町
民
の
方
に

行
政
内
容
が
分
か
り
や
す
く
、
読

ん
で
み
た
く
な
る　
広
報
誌
の
発

行
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
広
聴
活
動
に
も
力
を
入
れ

取
り
組
ん
で
い
く
。

④
山
形
県
川
西
町
へ
議
会
だ
よ
り
の

編
集
に
つ
い
て
視
察
研
修
（
11
月

1４
日
）

⑤
磐
梯
町
役
場
デ
ジ
タ
ル
変
革
戦
略

係
へ
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
視
察
研
修

（
11
月
1５
日
）

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　１１月２８・２９日の両日。南会津環境衛生組合の議員研修があり、神奈川県横浜市にあるＪＦＥエ
ンジニアリング鶴見工場での議員研修を実施し、当議会からは大塚純一郎組合議員と鈴木好行組合議員
が参加した。
　ＪＦＥエンジニアリング（株）は東部、西部のゴミ焼却
施設の建設、及びメンテナンスの委託先であることから、
今回の研修先となった。
　１日目の研修では次世代高速通信（５Ｇ）を使用しての
遠隔操作や自動運転による無人化、省人化の実証状況や、
次世代のプラント運営に向けた取り組みなどを研修し、
２日目には産廃処理施設で発生するメタンガスや焼却熱
を利用した発電施設などリサイクル率１００％を目指し
ている施設や、取り組みを研修することができた。
　老朽化した当組合のプラントの今後を考えるうえで有
意義な研修となった。

◦ＪＦＥエンジニアリング鶴見工場での議員研修

南会津地方環境衛生組合議会

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
町
民
の
皆
様
か
ら
の
様
々
な
意
見
を
聴
き

議
会
活
動
、
町
政
に
反
映
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
場
と
し

て
一
般
会
議
開
催
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
が
一
緒
に
な
り
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合

っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

＊
テ
ー
マ

　
テ
ー
マ
は
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
事
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＊
開
催
方
法

　
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
の
都
合
に
合
わ
せ
ご
相
談
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

＊
申
し
込
み
方
法

　
議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
☎
８２
︱
５
３
０
０
）

一
般
会
議
募
集
の
お
知
ら
せ

町村議会広報12年連続入賞の
山形県川西町議会視察研修

磐梯町自治体ＤＸ視察研修

説明を受ける組合議員
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町
を
想
い
11
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

ブナりん

議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

一般質問とは

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　２名が一緒の録画動画になっています。

■ 酒井正吉郎………………………12
ＪＲ只見線の再開通を活かした今後の施策は

■ 菅家　　忠………………………13
町執行機関と議会の力関係ついて

■ 矢沢　明伸………………………14
広大な森林資源の維持、活用方策は

■ 小沼　信孝………………………15
観光受け入れ体制作りは

■ 佐藤　孝義………………………16
町職員の定年延長について

■ 三瓶　良一………………………17
只見線再開通にあたり受入れ体制と課
題について

■ 山岸　国夫………………………18
難聴者への補聴器購入補助について

■ 鈴木　好行………………………19
若者移住・定住にむけた新たな施策は

■ 中野　大德………………………20
ＪＲ只見線全線開通に伴う対応策について

■ 酒井　右一………………………21
急速な人口減少の原因は

■ 齋藤　邦夫………………………22
湯ら里の宿泊施設の拡充を速やかに11



酒
さか

井
い

正
しょう

吉
きち

郎
ろう

議員

問
具
体
的
な
対
応
策

は
。

答
国
か
ら
２
０
２
６

年
に
開
通
予
定
が

示
さ
れ
、
三
条
市
、
只
見

町
、
南
会
津
町
の
自
治
体

に
よ
り
「
越
後
・
南
会
津

八
十
里
越
え
の

全
線
開
通
に
向
け
た

対
応
策
に
つ
い
て

�

答
観
光
連
携
コ
ン
セ
プ
ト
の
検
討
、

�

取
組
み
を
実
践
し
て
い
く　
　
　

街
道
観
光
地
域
づ
く
り
懇

談
会
」
を
設
置
。
三
市
町

の
観
光
関
連
事
業
者
等
と

は
「
同
上
の
円
卓
会
議
」

を
設
置
し
、
広
域
観
光
連

携
コ
ン
セ
プ
ト
の
検
討
や

取
組
み
を
実
践
し
て
い
く
。

ＪＲ只見線の再開通を
活かした今後の施策は
�答 第７次振興計画に基づき、魅力的な町づくりを

問
10
月
１
日
の
再
開

通
後
の
各
観
光
施

設
へ
の
入
込
み
数
は

答
想
定
以
上
の
来
訪

者
が
あ
り
、
全
体

で
昨
年
比
２
３
３
％
の
実

績
が
あ
っ
た
。

問
振
興
公
社
に
よ
る

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
機
能
は
充
分
だ
っ
た

か
。答

不
慣
れ
な
中
出
来

る
限
り
対
応
に
努

め
た
が
、
想
定
外
の
人
出

に
翻
弄
さ
れ
課
題
が
残
っ

た
。問

駅
前
を
中
心
と
し

た
休
憩
施
設
、
飲

食
、
物
販
の
提
供
に
対
す

る
お
客
様
の
満
足
度
、
ま

た
観
光
施
設
へ
の
移
動
手

段
は
充
分
だ
っ
た
か
。

答
い
ろ
い
ろ
の
面
で

不
測
の
事
態
が
生

じ
、
受
け
入
れ
態
勢
づ
く

り
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
提
供
、

二
次
交
通
を
含
め
て
の
配

置
に
加
え
無
料
の
周
回
バ

ス
も
追
加
配
備
し
、
で
き

る
限
り
の
対
応
に
努
め
た
。

問
ホ
ー
ム
か
ら
駅
舎

ま
で
の
通
路
に
屋

根
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

J
R
と
期
限
や
順

番
を
決
め
具
体
的

に
交
渉
を
進
め
、
利
用
者

の
利
便
性
を
図
り
た
い
。

問
受
け
入
れ
態
勢
づ

く
り
と
し
て
、
施

設
の
営
業
時
間
、
町
内
で

の
食
事
や
休
眠
中
の
施
設

復
活
支
援
提
供
、
自
然
環

境
の
整
備
、
案
内
人
の
育

成
、
体
験
型
観
光
推
進
。

進
め
方
は
。

答
只
見
線
前
線
運
転

再
開
と
い
う
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
事

柄
を
契
機
に
町
民
が
望
む

町
づ
く
り
の
更
な
る
具
体

化
を
進
め
、
振
興
計
画
に

基
づ
き
、
み
ん
な
が
住
み

た
い
と
思
い
、魅
力
的
で
、

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
進
め
た

い
。

駅前の賑わい
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菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

問
町
執
行
機
関
と
議

会
議
員
が
対
等
な

立
場
で
議
論
で
き
て
い
る

か
。答

で
き
て
い
る
。
と

も
に
町
民
の
代
表

で
あ
る
議
会
議
員
と
町
長

が
、
お
互
い
に
対
等
の
立

場
で
議
論
を
重
ね
、
町
発

展
の
た
め
に
取
り
組
む
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

町
執
行
機
関
と
議
会
の

力
関
係
つ
い
て

�
答
対
等
の
立
場
で
議
論

問
私
は
議
場
で
自
分

の
考
え
が
正
し
い

こ
と
を
証
明
し
た
い
の
で

は
な
い
。
対
立
し
や
す
い

関
係
で
あ
る
が
、
双
方
が

納
得
で
き
る
答
え
を
作
っ

て
い
く
の
が
議
論
だ
と
考

え
る
。

　
議
論
に
臨
む
姿
勢
を
新

潟
プ
ロ
レ
ス
か
ら
教
わ
っ

た
の
で
紹
介
し
た
い
。
相

手
の
技
を
受
け
き
る
の
が

プ
ロ
レ
ス
で
あ
り
、
戦
っ

て
い
る
の
は
相
手
で
は
な

く
自
分
自
身
で
あ
る
。

　
私
は
町
執
行
機
関
と
戦

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

相
手
が
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
を

受
け
止
め
て
か
ら
自
分
の

考
え
を
述
べ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

答
今
後
も
ど
ん
ど
ん

技
を
か
け
て
い
た

だ
き
た
い
。
器
量
や
力
を

養
う
の
が
本
会
議
場
の
場

だ
と
考
え
る
。
担
当
課
長

の
答
弁
で
技
を
受
け
と
め

て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
感

じ
た
ら
、
私
町
長
に
向
け

て
技
を
か
け
て
い
た
だ
き

た
い
。

問
本
会
議
場
で
発
言

す
る
際
は
コ
ス
ト

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
執
行
部
と
議
会
議

員
を
合
わ
せ
て
約
２５
人
、

時
給
2
千
円
だ
と
し
て
も

私
の
一
般
質
問
の
1
時
間

に
5
万
円
の
コ
ス
ト
が
掛

か
っ
て
い
る
。

　
町
民
に
と
っ
て
時
給
5

万
円
の
価
値
の
あ
る
質
問

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答
弁
も
同
様
の
価
値
を
求

め
ら
れ
る
。

　
相
手
の
考
え
を
誠
実
に

受
け
と
め
た
「
検
討
し
ま

す
」
は
理
解
で
き
る
が
、

そ
の
「
検
討
し
ま
す
」
に

時
給
5
万
円
の
価
値
が
あ

る
か
は
意
識
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
町
民
と
同
様
に
町
執
行

部
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
力
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
傷
が
浅
い

う
ち
か
ら
議
論
を
重
ね
た

い
と
考
え
る
。

答
や
る
気
が
な
い
の

で
あ
れ
ば
「
検
討

す
る
」
は
言
わ
な
い
方
が

良
い
と
考
え
る
。
担
当
課

長
は
説
明
員
の
た
め
断
言

で
き
る
立
場
に
な
い
た
め

質
問
に
よ
っ
て
は
私
町
長

に
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
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矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

広大な森林資源の維持、
活用方策は
� 答 森林の保全と活用は必須である

自然との共生、森林資源の活用を‼

問
森
林
環
境
譲
与
税

が
国
か
ら
交
付
さ

れ
て
い
る
。
令
和
６
年
か

ら
は
森
林
環
境
税
と
し
て

千
円
上
乗
せ
さ
れ
徴
収
が

始
ま
る
が
、
森
林
の
活
用

方
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
広
大
な
森
林
を
有

す
る
只
見
町
に
お

い
て
は
森
林
の
保
全
と
活

用
は
必
須
で
あ
り
、
薪
ボ

イ
ラ
ー
事
業
化
等
に
よ
り

一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し

な
が
ら
、
長
期
的
な
森
林

整
備
、
森
林
資
源
の
活
用

サ
イ
ク
ル
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
様
々
な
課
題
に
よ

り
森
林
資
源
の
活

用
が
図
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、

そ
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

答
急
峻
な
地
形
、
伐

採
費
用
が
掛
か
る
、

市
場
が
遠
い
、
森
林
所
有

者
が
細
か
く
分
か
れ
て
い

る
、
相
続
な
ど
所
有
の
管

理
な
ど
様
々
な
課
題
と
し

て
捉
え
て
い
る
。

問
森
林
の
現
状
は
高

齢
化
、山
地
離
れ
、

不
在
地
主
等
農
地
と
同
じ

よ
う
な
状
況
が
あ
る
。
林

地
に
つ
い
て
境
界
が
分
か

ら
な
い
状
態
で
、
多
く
の

自
治
体
で
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
国
負
担
の
山
村
境

界
基
本
調
査
な
ど
の
事
業

も
あ
る
。
譲
与
税
の
財
源

で
境
界
の
調
査
等
行
っ
て

自
治
体
も
あ
る
。
林
地
の

明
確
化
に
取
り
組
む
考
え

は
な
い
か
。

答
林
地
の
国
土
調
査

を
要
望
し
た
経
過

も
あ
る
。
他
の
自
治
体
の

例
を
参
考
に
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
途
、
有
効
な
活

用
を
研
究
し
、
納
税
者
に

説
明
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
森
林
環
境
譲
与
税

は
景
観
整
備
に
使

わ
れ
、
残
は
基
金
の
積
立

と
な
っ
て
い
る
。
一
昨
年

の
年
末
の
大
雪
で
、布
沢
、

塩
ノ
岐
が
倒
木
で
長
時
間

の
停
電
と
な
っ
た
。電
気
、

電
話
線
等
の
支
障
木
、
道

路
際
の
危
険
木
等
伐
採
、

整
理
し
、
町
民
の
イ
ン
フ

ラ
の
保
全
を
確
保
す
る
た

め
に
こ
の
財
源
を
使
う
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

答
昨
年
布
沢
地
区
、

県
の
森
林
環
境
税

を
使
い
伐
採
し
た
。
東
北

電
力
で
も
予
防
の
た
め
の

伐
採
等
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
危
険
木
等
に
つ
い
て

県
の
財
源
、
ま
た
譲
与
税

も
使
え
る
の
で
町
内
イ
ン

フ
ラ
に
影
響
な
い
よ
う
可

能
な
限
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
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小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

観
光
受
け
入
れ

体
制
作
り
は

�

答
「
ご
当
地
ナ
ビ
」ア
プ
リ
の
導
入
を
検
討

問
町
長
は
観
光
を
ど

の
様
に
捉
え
て
今

後
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答
観
光
を
町
の
基
幹

産
業
と
考
え
し
っ

か
り
と
し
た
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

問
10
月
１
日
以
降
町

内
の
入
込
数
は
？

答
イ
ベ
ン
ト
を
含
め

３
９
，９
５
１
人
。

問
只
見
線
に
乗
っ
て

こ
ら
れ
た
人
数
も

入
っ
て
い
る
の
か
。

答
は
い
っ
て
い
な
い
。

ビューポイントに多くの観光客

問
観
光
を
考
え
る
上

で
入
込
人
数
を
つ

か
む
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
か
。　

答
デ
ー
タ
を
把
握
し

検
討
し
て
い
く
こ

と
が
貴
重
な
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。

問
大
勢
の
観
光
客
が

訪
れ
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
た
と
思
う
が
、

多
く
の
意
見
を
取
り
ま
と

め
、
対
応
す
る
と
こ
ろ
作

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
意
見
を
聞
く
と
こ

ろ
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

問
観
光
地
と
し
て
ト

イ
レ
新
設
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
新
設
の
前
に
、
順

次
既
存
の
公
衆
ト

イ
レ
を
洋
式
化
し
て
い
き

た
い
。　

問
以
前
に
も
観
光
看

板
の
重
要
性
を
話

し
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答
施
設
案
内
看
板
は

修
正
整
備
を
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
点
検
と

改
善
を
進
め
て
行
き
た
い
。

問
只
見
線
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
整
備
は
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い

る
の
か
、
駐
車
場
を
含
め

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
し

て
頂
き
た
い
。

答
全
線
運
転
再
開
通

し
た
只
見
線
は
、

町
の
観
光
要
素
と
し
て
重

要
な
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
，
引
き
続
き
整

備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
今
後
の
観
光
客
の

受
け
入
れ
体
制
作

り
の
具
体
的
な
案
は
あ
る

の
か
。

答
組
織
体
制
の
強
化
、

第
三
セ
ク
タ
ー
2

社
の
統
合
を
図
り
、
来
訪

者
の
行
動
範
囲
や
消
費
動

向
な
ど
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
、

効
果
的
情
報
発
信
、
デ
ー

タ
の
分
析
、
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
を
進
め
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
、
観
光

庁
監
修
の「
ご
当
地
ナ
ビ
」

ア
プ
リ
の
導
入
を
検
討
し
、

観
光
情
報
の
発
信
や
加
盟

店
で
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
、

ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
等
を
活

用
し
た
情
報
収
集
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
も
の
で
あ

り
、
次
年
度
実
施
計
画
に

あ
げ
て
い
る
。
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佐
さ

藤
とう

孝
たか

義
よし

議員

問
本
来
は
、
只
見
線

の
再
開
通
、
国
道

２
８
９
号
八
十
里
越
え
開

通
を
見
据
え
て
、
少
な
く

な
っ
た
町
内
宿
泊
キ
ャ
パ

の
増
大
と
湯
ら
里
の
経
営

改
善
が
目
的
で
あ
っ
た
。

増
室
の
改
修
工
事
が
、
い

つ
の
間
に
か
、
薪
ボ
イ
ラ

ー
に
代
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

現
に
只
見
線
再
開
通
に
は

間
に
合
わ
ず
。
多
く
の
観

光
客
の
期
待
に
応
え
ら
れ

な
か
っ
た
。
八
十
里
越
え

開
通
に
向
け
急
ぐ
べ
き
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
を

再
度
問
う
。

　
ま
た
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
の

導
入
は
、
林
業
の
振
興
と

雇
用
の
創
出
、
荒
れ
果
て

た
里
山
の
復
興
、
し
い
て

町職員の
定年延長について
� 答 令和５年４月１日施行を目途に　
� 条例改正案を１２月会議に提案。

問
県
は
、
1２
月
の
定

例
県
議
会
に
条
例

改
正
案
を
提
出
す
る
と
聞

く
。
当
町
も
近
年
特
に
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
の
部
署
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
少

子
高
齢
化
が
急
激
に
進
む

当
町
こ
そ
、
い
ち
早
く
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
、
町

と
し
て
国
や
県
に
準
ず
る

の
か
、
独
自
案
を
検
討
す

る
の
か
、
町
長
の
考
え
を

問
う
。

答
生
産
年
齢
人
口
が

減
少
す
る
中
で
、

複
雑
で
高
度
化
す
る
行
政

課
題
に
対
応
す
る
観
点
か

ら
、
能
力
と
経
験
の
あ
る

高
齢
期
の
職
員
を
最
大
限

に
活
用
し
、
次
世
代
に
そ

れ
を
継
承
し
て
い
く
必
要

と
考
え
る
。
町
に
お
い
て

も
、
定
年
年
齢
6５
歳
ま
で

の
段
階
的
引
き
上
げ
、
管

理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢

制
や
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
制
の
導
入
な
ど
、

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

を
目
途
に
、
国
・
県
に
準

じ
た
内
容
の
条
例
改
正
案

を
1２
月
会
議
に
提
案
し
た
。

「
季
の
郷
湯
ら
里
」

改
修
工
事
は
ど
こ
に
？

�

答
現
在
の
運
営
に
お
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

人
的
体
制
の
構
築
が
優
先
事
項
と
考
え
る

は
地
球
温
暖
化
に
貢
献
す

る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り「
自
然
首
都
只
見
」「
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
を

掲
げ
る
只
見
町
の
将
来
の

町
づ
く
り
の
大
き
な
政
策

の
中
の
肝
で
あ
る
と
考
え

る
が
町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
具
現
化
す
べ
き
検

討
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
現
在
の
運
営
に
お

い
て
人
材
の
確
保
が
課
題

で
あ
り
、
投
資
効
果
が
十

分
に
発
揮
で
き
る
人
的
体

制
の
構
築
が
優
先
事
項
と

考
え
る
。

　
ま
ず
は
「
食
」
を
中
心

と
し
た
魅
力
向
上
に
よ
り

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、

相
応
の
価
格
設
定
に
よ
る

収
支
の
改
善
を
は
か
り
、

そ
の
後
に
収
容
能
力
の
拡

大
に
つ
い
て
議
会
と
協
議
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
は

私
も
同
様
に
考
え
て
お
り
、

事
業
実
現
に
向
け
進
め
て

い
き
た
い
。

食事も重要　とんかつ定食（季の郷湯ら里）
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三
さん

瓶
べ

良
りょう

一
いち

議員

只
見
線
再
開
通
に
あ
た
り

受
入
れ
体
制
と
課
題
に
つ
い
て

�
答
来
春
に
向
け
て
実
施
す
べ
き　
　
　
　

�

内
容
と
体
制
を
取
り
ま
と
め
中

問
只
見
線
の
洪
水
被

害
の
甚
大
さ
に
多

く
の
人
は
復
旧
不
可
能
と

見
た
と
思
う
。
し
か
し
、

「
只
見
線
の
復
旧
を
求
め

る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
地

元
国
会
議
員
の
支
援
で
運

動
が
広
が
り
軌
道
法
が
改

正
さ
れ
、
全
線
開
通
が
実

現
し
た
。
し
か
し
、
受
け

入
れ
態
勢
の
準
備
不
足
は

否
め
な
い
。
只
見
線
の
複

合
駅
舎
化
は
町
長
の
約
束

事
項
だ
。
対
応
を
急
が
な

い
と
折
角
の
盛
り
上
が
り

が
冷
め
て
し
ま
う
。
緊
急

対
策
と
し
て
「
う
ま
い
も

ん
ま
つ
り
」
の
よ
う
に
大

き
な
テ
ン
ト
を
用
意
し
、

そ
こ
で
弁
当
や
お
に
ぎ
り

等
の
昼
食
を
提
供
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
田
子
倉
ダ

ム
、
河
井
記
念
館
な
ど
へ

の
足
の
対
応
も
協
力
連
携

を
し
て
お
く
べ
き
だ
。
旅

館
、
民
宿
は
中
型
バ
ス
を

持
っ
て
い
る
。
電
話
１
本

で
対
応
い
た
だ
け
る
よ
う

な
関
係
で
あ
る
べ
き
だ
。

金
山
町
の
写
真
家
は
台
湾
、

東
南
ア
ジ
ア
、
最
近
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
と
の
こ
と
。

観
光
庁
は
２
０
３
０
年
に

外
国
人
の
観
光
入
込
客
を

６
千
万
人
に
増
大
計
画
だ
。

只
見
町
に
行
っ
て
み
た
い

と
い
う
町
づ
く
り
が
必
要

だ
。答

想
定
を
遥
か
に
超

え
た
大
勢
の
入
込

客
だ
っ
た
。
自
動
車
の
来

町
者
も
多
く
大
賑
わ
い
と

な
っ
た
。只
見
線
の
運
行
、

食
事
、
民
泊
、
交
通
手
段

等
に
つ
い
て
は
小
沼
議
員

へ
の
答
弁
の
通
り
だ
。
駅

舎
等
に
つ
い
て
は
担
当
課

長
が
折
衝
中
だ
。
年
が
改

ま
っ
た
ら
私
が
福
島
、
仙

台
、
本
社
等
に
も
出
向
き

話
を
し
た
い
。
イ
ベ
ン
ト

広
場
は
雪
祭
り
、
う
ま
い

も
ん
ま
つ
り
だ
け
で
な
く

毎
月
、
毎
週
で
も
賑
わ
い

創
出
の
空
間
に
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
令

和
５
年
中
に
方
向
性
を
定

め
、
６
年
に
実
施
計
画
、

７
年
に
建
設
、
８
年
度
の

八
十
里
越
え
の
全
通
に
間

に
合
わ
せ
た
い
。
早
め
る

努
力
は
出
来
る
限
り
す
る
。

　
10
月
１
日
の
全
線
運
転

再
開
時
の
対
応
は
準
備
不

足
、
人
員
不
足
で
反
省
し

て
い
る
。
来
春
に
向
け
て

実
施
す
べ
き
内
容
と
体
制

を
取
り
ま
と
め
中
だ
。

少子化、人口減少と
地域振興は
� 答 次年度から移住定住対策を　　　
� 強化する組織改革を実施する

問
昭
和
村
の
人
口
は

微
増
し
て
い
る
。

檜
枝
岐
は
Ｕ
タ
ー
ン
者
が

増
え
て
い
る
。
只
見
の
有

効
対
策
は
。

答
次
年
度
か
ら
移
住

定
住
対
策
を
強
化

す
る
組
織
改
革
を
実
施
す

る
。
そ
の
為
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
体
制
、
相
談
窓
口
、

移
住
定
住
者
の
掘
り
起
こ

し
を
進
め
る
。

　
昭
和
村
の
花
卉
栽
培
支

援
と
同
じ
制
度
を
ト
マ
ト
、

花
に
採
用
し
て
い
る
。
町

独
自
の
研
修
支
援
制
度
も

あ
る
。
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山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

難聴者への補聴器
購入補助について
� 答 課題多く調査・研究していく

問
軽
度
・
中
程
度
の

難
聴
者
に
対
し
、

早
期
に
補
聴
器
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者

の
社
会
活
動
の
維
持
・
生

活
の
質
の
低
下
を
防
ぐ
た

め
に
も
補
聴
器
購
入
補
助

制
度
創
設
を
求
め
る
。

答
国
･
県
か
ら
の
補

助
無
い
も
と
で
、

課
題
多
く
あ
り
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

問
３
月
の
一
般
質
問

へ
の
答
弁
で
は
、

１
，
医
療
機
関
な
ど
専
門

家
の
意
見
を
聞
く
な
ど
検

討
。
２
，
耳
が
聞
こ
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
人
の
実

問
国
は
、
２
０
２
４

年
秋
に
健
康
保
険

証
を
廃
止
し
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
へ
の
一
元
化
を

図
る
方
針
を
示
し
た
。
国

民
皆
保
険
制
度
の
下
で
は

事
実
上
の
義
務
化
を
強
制

す
る
こ
と
に
な
る
。
現
行

で
も
健
康
保
険
証
を
使
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
で
十
分
対
応
で

き
る
う
え
、
国
が
個
人
情

報
を
一
元
管
理
す
る
こ
と

や
情
報
漏
洩
の
点
か
ら
も

問
題
で
あ
り
国
に
中
止
を

求
め
る
こ
と
。

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
申
請
に
基

づ
き
発
行
す
る
も
の
で
、

取
得
は
任
意
と
な
っ
て
い

態
調
査
の
在
り
方
を
研
究
。

３
，
補
聴
器
相
談
医
の
制

度
の
町
民
へ
の
周
知
に
つ

い
て
研
究
。
４
、
県
の
軽

度
･
中
等
度
難
聴
児
補
聴

器
購
入
費
等
助
成
事
業
補

助
金
制
度
に
対
応
し
た
町

の
要
綱
制
定
を
急
ぐ
と
し

て
い
る
。
そ
の
後
の
対
応

を
問
う
。

答
１
に
つ
い
て
、
厚

労
省
の
「
調
査
報

告
書
」
を
参
考
に
し
て
い

る
。
２
は
、
高
齢
者
の
通

健
康
保
険
証
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
化
に
つ
い
て

�

答
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
大
前
提

る
。
カ
ー
ド
を
取
得
し
な

い
方
、
取
得
が
困
難
な
方

が
あ
る
と
い
う
こ
と
想
定

さ
れ
る
。
現
在
の
保
険
証

が
廃
止
と
な
っ
た
場
合
で

も
、
被
保
険
者
が
必
要
な

保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
必
要
な
対
応
を
し
て

い
く
。

い
の
場
、
健
康
相
談
を
実

施
す
る
際
に
聞
こ
え
の
相

談
を
行
う
。
３
は
、
保
健

福
祉
課
の
窓
口
に
配
置
し

対
応
。
４
は
、
本
年
４
月

に
制
定
し
て
い
る
。

問
健
康
で
文
化
的
な

生
活
送
る
た
め
に

補
助
必
要
。
制
度
を
つ
く

り
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求

め
る
。

答
趣
旨
は
分
か
る
が

町
単
独
で
作
る
に

は
難
し
い
環
境
に
あ
る
。
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鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

若
者
移
住
・
定
住
に
む
け
た

新
た
な
施
策
は

�

答
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図
る

問
令
和
３
年
度
決
算

を
み
る
と
移
住
・

定
住
に
向
け
た
予
算
執
行

が
目
標
を
下
回
っ
て
い
る
。

新
た
な
政
策
は
あ
る
か
。

答
今
年
度
は
移
住
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
中
心
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

の
運
営
を
始
め
た
ほ
か
、

移
住
・
定
住
希
望
者
に
向

け
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

問
「
日
本
一
子
育
て

し
や
す
い
町
づ
く

り
」
の
講
演
会
を
実
施
し

た
目
的
と
、
今
後
の
政
策

に
ど
う
い
か
す
の
か
。

答
こ
れ
か
ら
の
子
育

て
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
す
る
こ
と
、
が

目
的
で
あ
り
、「
只
見
町
の

保
育
を
考
え
る
懇
談
会
」

を
設
置
し
、
今
後
の
政
策

に
い
か
し
た
い
。

問
「
乳
幼
児
を
安
心

し
て
遊
ば
せ
る
、

若
い
親
同
士
が
集
え
る
場

所
が
な
い
」
と
い
う
声
が

あ
る
。
整
備
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
強
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
次
年
度
は
、
空
き
家
を

活
用
し
た
お
試
し
住
宅
の

整
備
も
進
め
た
い
。

問
昭
和
村
で
は
、
か

ら
む
し
織
や
、
カ

ス
ミ
ソ
ウ
栽
培
と
い
う
具

体
例
を
あ
げ
て
移
住
・
定

住
者
を
増
や
し
て
い
る
。

将
来
設
計
を
た
て
ら
れ
る

よ
う
な
、
わ
か
り
や
す
い

P
R
を
し
て
は
い
か
が
か
。

答
提
言
を
い
か
し
、

様
々
な
工
夫
を
し

な
が
ら
、
P
R
に
努
め
た

い
。問

未
婚
者
に
対
し
、

出
会
い
の
場
を
提

「日本一子育てしやすい
町づくり」の講演目的は
� 答 これからの子育てについて考えるため

答
各
層
の
方
々
の
意

見
を
い
た
だ
き
、

検
討
す
る
。

問
柳
津
町
や
昭
和
村

に
設
置
さ
れ
た

「
ラ
ッ
キ
ー
公
園
」の
よ
う

に
、
利
用
者
が
楽
し
め
る

公
園
整
備
が
必
要
だ
。
整

備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
、
任
期
中

に
整
備
し
た
い
。

問
町
内
の
公
共
施
設

に
お
い
て
、
授
乳

室
や
オ
ム
ツ
を
交
換
す
る

場
所
が
少
な
い
。
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。答

今
後
の
施
設
に
つ

い
て
は
子
育
て
に

や
さ
し
い
公
共
施
設
と
す

る
と
と
も
に
、
既
存
の
施

設
に
つ
い
て
も
設
置
を
検

討
す
る
。

多くの子供たちで賑わうラッキー公園

供
す
る
支
援
が
必
要
だ
。

考
え
は
あ
る
か
。

答
南
会
津
地
方
振
興

局
と
連
携
し
、
南

会
津
郡
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
事
業
実
施
を
協

議
・
検
討
し
て
い
る
。
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中
なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

複
合
駅
舎
に
つ
い
て

問
只
見
駅
の
複
合
駅

舎
を
明
言
さ
れ
て

い
る
が
Ｊ
Ｒ
と
の
交
渉
状

況
、
ま
た
、
課
題
は
あ
る

か
。答

複
合
駅
舎
を
建
設

す
る
た
め
の
用
地

確
保
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
現
駅
舎
か
ら
ホ
ー

ム
に
近
い
場
所
で
、
現
在

は
資
材
置
場
と
し
て
利
用

し
て
い
る
場
所
の
一
部
を

で
き
る
限
り
払
い
下
げ
て

頂
き
た
い
旨
の
申
し
入
れ

を
し
た
の
で
Ｊ
Ｒ
側
で
内

部
調
整
を
進
め
て
い
る
。

駅
舎
を
建
設
す
る
場
合
の

ＪＲ只見線全線開通に
伴う対応策について
� 答 道の駅的複合施設整備を優先する

条
件
な
ど
に
つ
い
て
引
き

続
き
協
議
す
る
。
課
題
と

し
て
は
建
設
場
所
に
つ
い

て
J
R
が
ど
こ
ま
で
払
い

下
げ
が
可
能
か
。
駅
前
移

転
に
よ
り
現
在
の
設
備
移

転
費
用
を
町
が
全
額
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

で
あ
る
。

道
の
駅
構
想
に
つ
い
て

問
道
の
駅
建
設
場
所

を
今
年
度
（
令
和

４
年
度
）
中
に
特
定
し
、

整
い
次
第
協
議
し
た
い
と

明
言
さ
れ
て
き
た
が
進
捗

状
況
は
。

答
令
和
４
年
度
中
に

場
所
を
決
め
た
い

と
答
弁
し
て
き
た
が
、
只

見
駅
前
賑
わ
い
創
出
事
業

に
よ
る
只
見
線
広
場
の
整

備
が
、
只
見
町
道
の
駅
基

本
計
画
に
お
け
る
、
町
の

総
合
案
内
機
能
と
受
け
入

れ
態
勢
の
整
備
と
し
た
取

り
組
み
で
あ
り
、
今
後
こ

れ
を
更
に
進
め
、
観
光
・

商
工
・
地
域
振
興
の
核
と

な
る
道
の
駅
的
施
設
整
備

と
し
た
段
階
に
入
っ
て
い

く
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
只
見
駅
前
賑
わ
い

創
出
事
業
の
発
展
進
化
と

し
て
道
の
駅
的
複
合
施
設

整
備
を
優
先
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
同
時
に

別
の
場
所
へ
の
道
の
駅
整

備
を
平
行
し
て
進
め
る
こ

と
は
、
こ
の
複
合
施
設
整

備
に
集
中
し
て
取
り
組
む

事
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
只
見
駅
前
賑
わ

い
創
出
事
業
と
し
て
の
道

の
駅
的
複
合
施
設
整
備
を

優
先
し
て
取
り
組
ま
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

複合駅舎が待たれる只見駅
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問
町
長
は
「
日
本
一

の
子
育
て
の
町
を

造
る
」
と
各
所
で
公
言
し

て
い
る
。
し
か
し
、「
日

本
一
の
子
育
て
の
町
」、

町
長
か
ら
議
会
に
具
体
的

な
説
明
は
な
い
。
日
本
一

の
子
育
て
の
町
の
姿
は
ど

酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

急
速
な
人
口
減
少
の
原
因
は

�
答
男
性
優
位
の
社
会
構
造
等
が
要
因
と
考
え
る

問
人
口
減
少
は
さ
ら

に
加
速
し
て
い
る

と
考
え
る
が
、
な
ぜ
人
口

減
少
が
止
ま
ら
な
い
か
、

そ
の
原
因
を
承
知
し
て
い

る
か
。

答
出
生
数
の
減
少
と

死
亡
数
の
増
加
に

よ
る
自
然
減
、
こ
れ
は
日

本
全
体
が
抱
え
る
問
題
で

も
あ
る
。
日
本
の
総
人
口

は
平
成
２0
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
が
続
い
て
お
り
、
只

見
町
も
同
様
の
傾
向
が
続

い
て
い
る
。ま
た
、進
学
、

就
職
な
ど
に
よ
る
転
出
で

の
社
会
減
も
合
わ
せ
た
減

少
が
続
い
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
を
育
て
る
の
に
お

金
が
か
か
る
一
方
で
若
い

世
代
の
所
得
が
低
い
傾
向

に
あ
る
、
奨
学
資
金
と
い

う
名
前
の
教
育
ロ
ー
ン
の

返
済
な
ど
の
負
担
、
女
性

の
社
会
進
出
が
進
み
子
育

て
期
間
中
に
キ
ャ
リ
ア
を

積
め
な
い
と
い
う
ま
だ
ま

だ
男
性
優
位
の
社
会
構
造

等
が
要
因
と
な
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
る
。

「日本一の子育ての町」
事業の内容は
� 答 関係者の意見を参考に具体的に検討をする

の
よ
う
な
姿
か
？
そ
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を

行
う
の
か
？�

答
「
只
見
町
が
子
育

て
日
本
一
に
な
る

ま
ち
づ
く
り
」
～
子
ど
も

の
成
育
環
境
の
充
実
か
ら

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
～

は
、
７
月
1５
日
に
菊
池
信

太
郎
医
師
を
お
招
き
し
実

施
し
た
講
演
会
の
演
題
で

あ
る
。

　
講
演
で
は
、
子
ど
も
が

主
役
の
居
心
地
の
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
提
案
さ
れ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
自
動
的
に

高
齢
者
に
も
優
し
い
町
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
私
も
講
演
を
拝
聴
し
共

感
し
た
。
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
事
業
を
と
の
こ
と

だ
が
、
只
見
町
の
保
育
を

考
え
る
懇
談
会
か
ら
提
言

も
あ
り
、
議
員
各
位
、
子

育
て
に
関
係
さ
れ
る
方
々

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
具
体
的
に
検
討
を
す

る
。
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問
国
道
２
８
９
号
開

通
は
交
通
量
や
観

光
客
の
増
加
な
ど
地
域
の

産
業
振
興
に
大
き
な
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
町
長

の
認
識
と
対
策
を
問
う
。

ま
た
、
町
産
業
振
興
の
課

題
で
あ
る
特
産
品
開
発
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
新
潟
・
福
島
・
北

関
東
を
結
ぶ
観
光

ル
ー
ト
や
物
流
網
の
充
実

な
ど
、
受
け
入
れ
態
勢
の

構
築
が
非
常
に
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。
交
通
量
は

お
お
む
ね
１
日
１
５
０
０

台（
町
内
２
６
０
０
台
）と

試
算
、
町
内
国
県
道
の
整 齋

さい

藤
とう

邦
くに

夫
お

議員

問
国
道
開
通
で
旅
客

の
大
幅
増
加
が
見

込
ま
れ
、
旅
館
の
減
少
で

宿
泊
客
の
受
け
入
れ
が
危

惧
さ
れ
る
。
議
会
特
別
委

員
会
の
調
査
報
告
の
通
り
、

公
共
の
宿
「
湯
ら
里
」
の

宿
泊
施
設
を
速
や
か
に
整

備
す
べ
き
と
考
え
る
。
今

後
の
経
営
方
針
と
施
設
整

備
を
問
う
。

備
促
進
な
ど
県
当
局
と
検

討
会
を
持
っ
て
進
め
て
い

る
。
観
光
庁
監
修
の
ご
当

地
ア
プ
リ
を
導
入
し
効
果

的
な
施
策
に
結
び
付
け
た

い
。
特
産
品
開
発
で
は
三

条
・
只
見
産
米
を
使
っ
た

る
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ

た
が
、
客
層
の
変
化
に
よ

り
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

き
た
と
考
え
る
。
現
在
の

客
室
稼
働
率
を
伺
い
た
い
。

答
当
初
は
、
１
部
屋

当
た
り
の
平
均
宿

泊
者
数
３
～
４
人
見
込
め

た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
１
人
１
部
屋
利
用
が

八十里越え開通に
併せた対策を
� 答 ご当地アプリを導入し検討する

湯
ら
里
の
宿
泊
施
設
の

拡
充
を
速
や
か
に

�
答
先
ず
経
営
改
革
・
次
に
収
益
施
設
の
整
備

酒
や
焼
酎
が
好
評
で
あ
る
。

産
業
振
興
対
策
事
業
補
助

金
を
準
備
し
て
六
次
化
を

含
め
、
只
見
特
産（
株
）な

ど
町
内
事
業
所
に
呼
び
か

け
商
品
開
発
に
繋
げ
た
い
。

答
宿
泊
施
設
の
拡
充

は
重
要
で
あ
る
が
、

湯
ら
里（
株
）に
は
人
的
体

制
の
構
築
に
課
題
が
あ
り

経
営
改
革
が
不
可
欠
と
認

識
し
て
い
る
。
他
の
観
光

施
設
と
経
営
統
合
し
て
合

理
化
を
図
り
、
お
食
事
処

の
施
設
改
修
を
行
い
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

問
湯
ら
里（
株
）は
公

益
分
を
除
き
企
業

努
力
で
経
営
が
期
待
で
き

多
く
な
り
現
在
１
・
６
７

人
で
あ
る
。
満
室
で
も
利

益
が
出
な
い
状
態
で
部
屋

数
の
増
築
は
当
然
必
要
と

考
え
る
。
専
門
家
に
企
業

診
断
を
頂
い
た
結
果
、
事

業
の
統
合
が
望
ま
し
い
と

判
断
し
、
先
ず
経
営
改
革

を
行
い
引
き
続
き
施
設
整

備
を
進
め
た
い
。

部屋数の増築が必要
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ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

Vol.34

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

「一部事務組合」って

� なあに？

ブナりん　一部事務組合っ
てなあに？

議会議長　特定の事務を関
係の市町村で共同処理する方
式の特別地方公共団体で、只
見町は、南会津地方広域町村
圏組合と南会津環境衛生組合
の２つに加入しているんだよ。

アカショウちゃん　それぞ
れの組合の構成って？

議会議長　加入している町村の町村長と各
議会で選出された議員で構成されていて、只
見町も経費の一部を人口規模に応じた負担を
してるんだよ。

ブナりん　救急車や消防車、ごみ処理など
身近なことやってるんだね。

議会議長　そうだよ、只見出張所は老朽化
のため去年から新築工事を始めてるんだよ。

イワっぺ　いつごろ完成するの？

議会議長　令和６年に完成予定だよ。

イワっぺ　どんな仕事して
るの？

議会議長　広域町村圏組合は南会津郡内３
町１村で構成されているんだよ。一番身近な
のは救急消防かな。そのほかにも視聴覚教
育、広域観光事業、救急医療体制の整備、老
人ホーム入所判定委員会、介護認定審査会の
設置及び運営、特別養護老人ホームの整備、
語学指導を行う外国青年招致に関することを
共同事務処理するんだよ。
　環境衛生組合は、只見･南会津･下郷の３町
が加入していて、ごみ処理、し尿処理、火葬
を行っているんだよ。

23



vol.34

発行：只見町議会広報広聴常任委員会
〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591番地30
TEL：0241-82-5300　FAX：0241-82-5222　E-Mail :gikai@town.tadami.lg.jp

　
只
見
小
学
校

　
６
年　
五
十
嵐
千
紘

　
ぼ
く
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
只
見
の
産
業

　
只
見
中
学
校

　
１
年　
佐
藤　
　
翔

　
僕
は
只
見
町
が
大
好
き

で
す
。
理
由
は
２
つ
あ
り

ま
す
。
１
つ
目
は
、
自
然

が
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

春
夏
秋
冬
で
違
っ
た
景
色

に
つ
い
て
調
べ
て
き
ま
し

た
。

　
只
見
に
は
、
熱
い
思
い

を
も
っ
て
、
町
の
た
め
に

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い

る
方
々
が
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ

う
し
た
方
々
が
い
る
こ
と

を
発
信
し
、
多
く
の
人
に

只
見
に
興
味
を
も
っ
て
ほ

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
つ
目
は
、
人
が
優
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
僕
は
、
生

ま
れ
つ
き
身
体
が
弱
く
、

１
人
で
は
で
き
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
周
り
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
毎

日
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
魅
力
を
た
く

さ
ん
の
人
に
伝
え
ら
れ
る

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
大
人
に
な
っ

て
も
只
見
に
残
り
、
こ
の

豊
か
な
只
見
町
を
守
っ
て

い
き
ま
す
。

　
只
見
の
素
晴
ら
し
い
自

然
を
後
世
に
残
す
事
が

『
自
然
首
都
只
見
・
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
町
』

の
大
切
な
役
割
だ
よ
ね
。

大
好
き
な
只
見
町

大
好
き
な
只
見
町

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
大
塚
純
一
郎

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
小
沼　
信
孝

　
副
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
委　
　
員　
中
野　
大
德

　
　
　
　
　
　
山
岸　
国
夫

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
好
行

　
　
　
　
　
　
矢
沢　
明
伸

編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
っ
て
様
々
な
行
動
制
限
、
不

安
が
も
た
ら
さ
れ
ま
だ
ま
だ
収
束
が
見
え
な
い
な
か
３
年

が
過
ぎ
、
令
和
５
年
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

国
際
情
勢
も
不
安
定
な
状
況
、
更
に
燃
料
や
電
気
、

様
々
な
価
格
の
高
騰
な
ど
私
た
ち
の
生
活
も
大
変
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
只
見
高
校
の
甲
子
園
出
場
や
只
見
線
の
再

開
通
な
ど
明
る
く
希
望
の
持
て
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
兎
年
、「
飛
躍
」、「
向
上
」
の
年
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
持
て
る
力
を
発
揮
し
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
住
み
よ
い
町
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
も
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
町
民
の
皆
さ
ん
の

声
に
耳
を
傾
け
、
議
会
だ
よ
り
に
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
登

場
し
て
い
た
だ
き
、
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
矢
沢　

明
伸　

委
員
）

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

　
今
、
全
国
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
只
見
町
！
皆
さ

ん
の
熱
い
思
い
を
発
信
し

て
い
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

だ
よ
ね
。

よ
う
、
勉
強
や
運
動
に
一

生
懸
命
に
取
り
組
み
、
只

見
町
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
。

24


